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第 ４６ 号 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

 熊本県手数料条例の一部を改正する条例を次のように制定することとする。 

  令和元年９月１７日提出 

                        熊本県知事 蒲 島 郁 夫 

   熊本県手数料条例の一部を改正する条例 

熊本県手数料条例（平成１２年熊本県条例第９号）の一部を次のように改正する。 

 第２条第１項第４０４号ア中「２，０５０円。」を「２，０５０円（道路交通法施行令

（昭和３５年政令第２７０号）第３３条の６の２第６号に掲げるやむを得ない理由のため

当該免許証の有効期間の更新を受けることができなかった者であって、道路交通法第９７

条の２第１項第３号に該当して同項の規定の適用を受けたものに対する交付にあっては、

１，７００円）。」に、「道路交通法」を「同法」に、「２，０５０円に」を「これらの

額に」に改め、同項第４０５号ア中「３，５００円」を「２，２５０円」に改め、同項第

４１４号の２ア中「（昭和３５年政令第２７０号）」を削る。 

別表第１８大型自動車免許、中型自動車免許又は準中型自動車免許に係る試験の項中「

１，９００円」の次に「（道路交通法施行令（以下この表において「令」という。）第３

３条の６の２第６号に掲げるやむを得ない理由のため免許証の有効期間の更新（以下この

表において「免許証の更新」という。）を受けることができなかった者に対する試験にあ

っては、８００円）」を加え、同表普通自動車免許に係る試験の項、特定第一種運転免許

又は大型特殊自動車第二種免許若しくは牽引第二種免許に係る試験の項、小型特殊自動車

免許又は原動機付自転車免許に係る試験の項及び大型自動車第二種免許、中型自動車第二

種免許又は普通自動車第二種免許に係る試験の項中「１，９００円」の次に「（令第３３

条の６の２第６号に掲げるやむを得ない理由のため免許証の更新を受けることができなか

った者に対する試験にあっては、８００円）」を加える。 

   附 則 

１ この条例は、令和元年１２月１日から施行する。 

２ この条例の施行の際現にされている申請に対する改正前の熊本県手数料条例第２条第 

１項に掲げる事務に係る手数料については、なお従前の例による。 

 （提案理由） 

道路交通法施行令（昭和３５年政令第２７０号）の一部改正に伴い、関係規定を整備す

る必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 

 


